
  
 

令和５年１１月１日   

中 部 地 方 整 備 局 

木曽川下流河川事務所 

 

広域避難実現に向けたシンポジウム開催！ 

～市町村長と企業リーダーが思いを語る～ 

 

  
 

１．日  時  

令和５年１１月１９日（日）１３時３０分 ～ １５時３０分 

 

２．場  所  

  飛島村総合社会教育センター 中央公民館ホール（飛島村竹之郷三丁目１番地） 

 

３．講演内容  

  【特別講演】「大規模水害からの犠牲者ゼロを実現するために何をすべきか」 

          講師 片田 敏孝 東京大学大学院情報学環特任教授 

  【パネルディスカッション】「広域避難の実現に向けたリーダーの思い」 

 アドバイザー：片田 敏孝 東京大学大学院情報学環特任教授 

   パネリス ト：海津市長、愛西市長、津島市長、弥富市長、蟹江町長、飛島村長、 

 桑名市長、木曽岬町長、有限会社エフケーエル 代表取締役社長、 

トヨタ自動株式会社 飛島物流センター長 

       ※詳細はチラシをご参照ください。 

  

４．取 材 

  取材を希望される報道機関の方は、１１月１６日（木）１２時までに別添①「取材登録書」の提  

出をお願いします。講演中の撮影は、報道の際の画像・映像資料として使用いただく場合に 

限り可能としますが、講演の妨げとならないようにお願いします。 

木曽三川下流部が位置する濃尾平野は、日本最大のゼロメートル地帯が広がっており、

巨大台風襲来時には、高潮や洪水により広範囲かつ長期にわたる浸水が生じるおそれが

あります。そのため、居住している市町村以外の浸水のおそれがない安全な地域への広域

避難が求められます。 

今回は初めて、地域の民間企業のリーダーにもシンポジウムに参加いただき、木曽三川

下流部の浸水域に暮らす約２１万人の住民や従業員の方々に広域避難の必要性を周知

し、犠牲者ゼロ実現を目指します。 

 



 

５．配布先 

  桑名市政記者クラブ、大垣市政経済記者クラブ、中部地方整備局記者クラブ 

 

 

（問合せ先） 

国土交通省中部地方整備局 木曽川下流河川事務所  

副所長 黒田
く ろ だ

 英
ひ で

伸
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  、 地域防災調整官 小畑
お ば た

 敏子
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電話：０５９４－２４－５７１１（代表）  ＦＡＸ：０５９４－２１－０８９３ 

 

  



別添①「取材登録書」 

「木曽三川下流部広域避難実現プロジェクト」 シンポジウム 

取材登録書 

 

標記の取材をご希望される報道機関におかれましては、事前登録のためこちらの取材登録書をご記入のう

え、期限までにＦＡＸまたはメールにて送信をお願いいたします。 

回答期限 令和５年１１月１６日（木）１２時００分まで 

 

１．報道機関名                   

２．取材者 

（１）お名前（複数名の場合、代表者名） 

                    

（２）ご連絡先    TEL：              

e-mail：              

（３）取材人数                  人 

 

回答先 木曽川下流河川事務所 流域治水課 

ＦＡＸ番号    ０５９４－２１－０８９３ 

メールアドレス cbr-karyu_chousa@mlit.go.jp



主 催  ：  木曽三川下流部広域避難実現プロジェクト   
　　　（海津市、愛西市、津島市、弥富市、蟹江町、飛島村、桑名市、木曽岬町、中部地方整備局  木曽川下流河川事務所）

参加希望の方参加希望の方 申込期限：令和 5 年 11 月 14 日（火）申込期限：令和 5 年 11 月 14 日（火）

ウェブフォームより必要事項を入力してお申込みください。

先着順に受付します。受付後、メールにて受付受信の返信
をします。

定員に達した場合には、申込み期限前でも締め切る場合が
ございます。

下記サイトにアクセスして
お申込みください。

※ 諸事情により中止になる場合があります。

ウェブフォーム

https://kisokaryu.bousaiseminar.jp/https://kisokaryu.bousaiseminar.jp/
お申込みサイト

特別講演
講 師
専門は災害情報学・災害社会工学。災害への危機管理対応、災
害情報伝達、防災教育、避難誘導策のあり方等について研究す
るとともに、地域での防災活動を全国各地で展開している。

東京大学大学院情報学環
特任教授片田  敏孝  

かた だ      としたか

「大規模水害からの犠牲者ゼロを
実現するために何をすべきか」

パネルディスカッション

「広域避難の実現に向けた
リーダーの思い」

有限会社エフケーエル　代表取締役社長　福井　和馬
トヨタ自動車株式会社　飛島物流センター長　厚見　健一

海津市長　横川　真澄
津島市長　日比　一昭
蟹江町長　横江　淳一
桑名市長　伊藤　徳宇

愛西市長　　日永　貴章
弥富市長　　安藤　正明
飛島村長　　加藤　光彦
木曽岬町長　加藤　隆　    

（敬称略・順不同）

コーディネーター
東京大学大学院情報学環
　　　　　　　　特任教授　片田　敏孝

パネリスト

日  時

会  場

申込方法

飛島村総合社会教育センター
中央公民館ホール
飛島村竹之郷三丁目１番地 

令和５年 日月  　       日11    19 13：30 ～ 15：30
（12：30  開場）

※会場へのアクセスは裏面をご覧ください。

入場無料
会場定員
３００名（先着順）

　巨大台風が木曽三川下流部に接近した場合、高潮や洪水により広範囲かつ長期にわたる浸水が生じる恐れ
があります。各地で大規模水害が頻発する今、木曽三川下流部において犠牲者ゼロを実現するために何をす
るべきか一緒に考えてみませんか？
　シンポジウムでは、片田敏孝特任教授によるご講演と、地域の市町村長８名と企業２社のリーダーによる
パネルディスカッションを行います。

　巨大台風が木曽三川下流部に接近した場合、高潮や洪水により広範囲かつ長期にわたる浸水が生じる恐れ
があります。各地で大規模水害が頻発する今、木曽三川下流部において犠牲者ゼロを実現するために何をす
るべきか一緒に考えてみませんか？
　シンポジウムでは、片田敏孝特任教授によるご講演と、地域の市町村長８名と企業２社のリーダーによる
パネルディスカッションを行います。

～大規模水害時の犠牲者ゼロの実現に向けて～

木曽三川下流部
広域避難実現プロジェクト



～大規模水害時の犠牲者ゼロの実現に向けて～

木曽三川下流部
広域避難実現プロジェクト

問合せ先：  国土交通省中部地方整備局　木曽川下流河川事務所　流域治水課 　 TEL . 0594-24-5715

● 近鉄蟹江駅よりタクシーにて 15 分

● お車でお越しの際は下記駐車場を
 　ご利用ください。

会場へのアクセス会場へのアクセス

元松神社東

竹之郷

飛島学園

飛島村 ●
  役場
飛島村 ●
  役場

● コンビニ● コンビニ

● JA 農協● JA 農協

飛島学園 ●飛島学園 ●

23

P②

P①

● 飛島村
    すこやかセンター
● 飛島村
    すこやかセンター 302

飛島北 IC

飛島北 IC

飛島農免竹之郷東

農免渚

梅之郷

飛島大橋南

会場周辺図

飛島村総合社会
教育センター

飛島村総合社会教育センター  中央公民館ホール
飛島村竹之郷三丁目１番地
https://www.vill.tobishima.aichi.jp/sonsei/accses/index.html#yakuba
※会場は飛島村役場に隣接しています。
　詳細は、上記 URL の飛島村役場へのアクセス方法をご参照ください。

① 飛島村役場駐車場
② 飛島村すこやかセンター
      北駐車場

12：30　  　開場
13：30　  　開会
13：35

パネルディスカッションパネルディスカッション14：30 

15：30  　　閉会

東京大学大学院情報学環　　特任教授　　片田　敏孝

プログラムプログラム

【コーディネーター】

【パネリスト】

東京大学大学院情報学環

海津市長　横川　真澄
津島市長　日比　一昭
蟹江町長　横江　淳一
桑名市長　伊藤　徳宇

特任教授　　片田　敏孝

愛西市長　　日永　貴章
弥富市長　　安藤　正明
飛島村長　　加藤　光彦
木曽岬町長　加藤　隆　

有限会社エフケーエル   代表取締役社長　福井　和馬
トヨタ自動車株式会社　飛島物流センター長　厚見　健一

（敬称略・順不同）

「広域避難の実現に向けたリーダーの思い」「広域避難の実現に向けたリーダーの思い」

特別講演特別講演 「大規模水害からの犠牲者ゼロを実現するために何をすべきか」「大規模水害からの犠牲者ゼロを実現するために何をすべきか」

https://kisokaryu.bousaiseminar.jp/https://kisokaryu.bousaiseminar.jp/公開サイト公開サイト

公開期間：R6.3.31 まで12月 1日から公開サイトでどなたでもご視聴いただけます。

開催後に本シンポジウムの様子をオンライン配信します開催後に本シンポジウムの様子をオンライン配信します


